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（文化部会） 

「髙瀬蔵高瀬舟を聴く夕べ」を、12

月 5 日の午後 7 時から開催しました。 

髙瀬蔵 10 周年スペシャル・髙瀬夜噺

番外編と冠して開いたこの会は、フリー

のアナウンサーとして活躍中の政木ゆ

かさんが、髙瀬蔵でぜひ演じてみたいと

希望されたことから始まった企画です。 

朗読でもなく、演劇でもない政木さん

の語りと、豊住季美枝さんの三味線で、

森鴎外 「高瀬舟」を聴かせてもらいま

した。情感豊かな語りに、会場も「高瀬

舟」の世界に引き込まれていき、堪能す

ることができました。 

その後休憩をはさみ、雰囲気を変えて

宮澤賢治 「やまなし」を語ってもらい

ました。 「高瀬舟」とがらりとかわっ

て明るい政木さんの語りに、元気な豊住

さんとのやり取りと琴演奏が加わり、愉

しく聴くことができました。 

会場の皆さんも満足の様子で、また聴

きたいとの声が聞かれました。 

 

12 月 5 日(土)のお菓子づくり体験講座は、菓子講座で恒例となっている“クリスマスケーキの

作り方”を学びました。レシピによる分かりやすい説明と山嵜講師の楽しい会話により進められ、

美味しい匂いが蔵のホールを漂い、心も身もあったかい講座となりました。 

やわらかいスポンジの焼き上げに始まり丸いホール型のケーキの形になっていく工程に、参加

者の方々も熱心な眼差しを送っていました。 

参加者からは「とても楽しかったです」「参考になりました、早速家で挑戦してみたい

と思います」などのコメントをいただき、蔵は、暖かい雰囲気につつまれました。 

 

髙瀬夜噺番外編「髙瀬蔵で高瀬舟を聴く夕べ」 

髙瀬蔵１０周年記念プレゼンツとして、１１月１３日に実力派ミュージシャンによる

JAZZ LIVE”グレース・マーヤ・カルテット”を開催しました。 

当日の会場は、このスペシャルなライブを見ようと開場前から多くのお客様で長蛇の列

ができ開場後も用意した椅子が埋め尽くされ満員御礼の中ライブがスタートしました。 

カルテットのメンバーは、女性ヴォーカリストでピアニストでもあるグレース・マーヤ、

世界的有名なトランペット奏者の日野皓正を父に持つ超テクニシャンベーシスト日野

JINO 賢二、世界で活躍するギターリスト西藤ヒロノブ、日野元彦の愛弟子であり熊本出

身ドラマー藤山 E.T 英一郎のビッグメンバーです！ 

マーヤのキュートでハスキーボイスな歌声とアレンジの効いたピアノが会場に響けば、

バックのパワフルなサウンドで髙瀬蔵が一瞬にして大きなライブハウスと化し、その音の

中でスタンダードナンバーからオリジナル曲まで全てが観客を魅了して会場一体となっ

た空間を演出してくれました。 

２部構成で行われた演奏もあっと言う間に時間が過ぎアンコールも観客と掛け合いを

交え、終始素敵な演奏で幕を閉じました！出演者も観客の方からもすごく楽しむことが出

来素晴らしかったの言葉をもらい主催できとても良かったです。 

（音楽部会） 


